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１ 戸籍･住民記録の整備と窓口業務の状況 

 

【現状】 

・ 市町村ごと、① 年齢階層別の住民登録人口の推移、人口動態の状況、② 外国人登録

の状況は別紙のとおり 

① 全体的に人口の減少と高齢化が現れている。 

② 一方において、外国人居住の増加が見られる。 

 

・国においては、住民基本台帳ネットワーク、住基カードによる住民票の広域交付など、

住民記録に関する事務について、広域的・電磁的処理が推し進められている。 

 

【課題】 

・ 住民記録の電磁的処理につき、全国一律の技術水準に、常に適正に対応できる体制が

必須のものとなっている。 

・ 外国人を含む家族関係の異動など、窓口における複雑な事務処理が必要となっている。 

 

 

 

年齢別 (3区分) 住民登録人口の推移             (単位:人)  
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鶴岡市 藤島町 羽黒町 櫛引町 三川町 朝日村 温海町 合計

H15.3.31 15歳未満 14,597 1,730 1,376 1,296 1,132 775 1,315 22,221
人口 15～64歳 60,780 7,240 5,736 5,036 4,568 3,307 5,970 92,637

65歳以上 23,868 3,313 2,664 2,239 2,170 1,728 3,361 39,343

計 99,245 12,283 9,776 8,571 7,870 5,810 10,646 154,201
構成比 15歳未満 14.71% 14.08% 14.08% 15.12% 14.38% 13.34% 12.35% 14.41%

15～64歳 61.24% 58.94% 58.67% 58.76% 58.04% 56.92% 56.08% 60.08%
65歳以上 24.05% 26.97% 27.25% 26.12% 27.57% 29.74% 31.57% 25.51%

H14.3.31 15歳未満 14,905 1,758 1,415 1,349 1,161 809 1,402 22,799
人口 15～64歳 61,725 7,346 5,713 5,106 4,630 3,348 6,122 93,990

65歳以上 23,370 3,249 2,618 2,197 2,144 1,729 3,310 38,617

計 100,000 12,353 9,746 8,652 7,935 5,886 10,834 155,406
構成比 15歳未満 14.91% 14.23% 14.52% 15.59% 14.63% 13.74% 12.94% 14.67%

15～64歳 61.73% 59.47% 58.62% 59.02% 58.35% 56.88% 56.51% 60.48%
65歳以上 23.37% 26.30% 26.86% 25.39% 27.02% 29.37% 30.55% 24.85%

H13.3.31 15歳未満 15,178 1,822 1,482 1,388 1,163 853 1,458 23,344
人口 15～64歳 62,398 7,459 5,727 5,196 4,651 3,421 6,249 95,101

65歳以上 22,836 3,206 2,580 2,168 2,114 1,720 3,263 37,887

計 100,412 12,487 9,789 8,752 7,928 5,994 10,970 156,332
構成比 15歳未満 15.12% 14.59% 15.14% 15.86% 14.67% 14.23% 13.29% 14.93%

15～64歳 62.14% 59.73% 58.50% 59.37% 58.67% 57.07% 56.96% 60.83%
65歳以上 22.74% 25.67% 26.36% 24.77% 26.66% 28.70% 29.74% 24.23%

H8.3.31 15歳未満 16,659 2,047 1,726 1,580 1,311 1,099 1,700 26,122
人口 15～64歳 64,398 7,749 6,049 5,414 4,959 3,681 7,220 99,470

65歳以上 19,745 2,886 2,304 1,900 1,883 1,614 3,043 33,375

計 100,802 12,682 10,079 8,894 8,153 6,394 11,963 158,967
構成比 15歳未満 16.53% 16.14% 17.12% 17.76% 16.08% 17.19% 14.21% 16.43%

15～64歳 63.89% 61.10% 60.02% 60.87% 60.82% 57.57% 60.35% 62.57%
65歳以上 19.59% 22.76% 22.86% 21.36% 23.10% 25.24% 25.44% 20.99%

H3.3.31 15歳未満 18,002 2,390 2,021 1,763 1,484 1,220 2,207 29,087
人口 15～64歳 65,603 8,225 6,405 5,406 5,187 4,067 8,293 103,186

65歳以上 16,393 2,456 1,872 1,553 1,536 1,344 2,658 27,812

計 99,998 13,071 10,298 8,722 8,207 6,631 13,158 160,085
構成比 15歳未満 18.00% 18.28% 19.63% 20.21% 18.08% 18.40% 16.77% 18.17%

15～64歳 65.60% 62.93% 62.20% 61.98% 63.20% 61.33% 63.03% 64.46%
65歳以上 16.39% 18.79% 18.18% 17.81% 18.72% 20.27% 20.20% 17.37%

S61.3.31 15歳未満 20,113 2,760 2,067 1,752 1,618 1,291 2,548 32,149
人口 15～64歳 66,488 8,674 6,827 5,585 5,531 4,394 9,096 106,595

65歳以上 13,722 2,112 1,549 1,278 1,314 1,187 2,379 23,541

計 100,323 13,546 10,443 8,615 8,463 6,872 14,023 162,285
構成比 15歳未満 20.05% 20.38% 19.79% 20.34% 19.12% 18.79% 18.17% 19.81%

15～64歳 66.27% 64.03% 65.37% 64.83% 65.36% 63.94% 64.86% 65.68%
65歳以上 13.68% 15.59% 14.83% 14.83% 15.53% 17.27% 16.96% 14.51%

S56.3.3.1 15歳未満 21,556 2,800 2,032 1,660 1,662 1,194 3,024 33,928
人口 15～64歳 67,188 8,737 7,163 5,881 5,561 4,651 8,928 108,109

65歳以上 11,870 1,884 1,343 1,149 1,189 1,055 2,099 20,589

計 100,614 13,421 10,538 8,690 8,412 6,900 14,051 162,626
構成比 15歳未満 21.42% 20.86% 19.28% 19.10% 19.76% 17.30% 21.52% 20.86%

15～64歳 66.78% 65.10% 67.97% 67.68% 66.11% 67.41% 63.54% 66.48%
65歳以上 11.80% 14.04% 12.74% 13.22% 14.13% 15.29% 14.94% 12.66%

年齢別 (3区分)住民登録人口及び構成割合の推移　

朝日村S55年度、羽黒町･櫛引町 S55～H2年度は、国調数値
藤島町S55年度は、人口動態調査と国調に基づく推計数値
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鶴岡市 藤島町 羽黒町 櫛引町 三川町 朝日村 温海町 合計

H14年度出生 853 96 85 62 55 29 63 1,243
死亡 1,059 135 115 102 94 78 140 1,723
自然増減 ▲ 206 ▲ 39 ▲ 30 ▲ 40 ▲ 39 ▲ 49 ▲ 77 ▲ 480
転入 2,774 285 322 177 193 90 180 4,021
転出 3,323 294 268 217 222 118 255 4,697
社会増減 ▲ 549 ▲ 9 54 ▲ 40 ▲ 29 ▲ 28 ▲ 75 ▲ 676
増減 ▲ 755 ▲ 48 24 ▲ 80 ▲ 68 ▲ 77 ▲ 152 ▲ 1,156

H13年度出生 920 111 61 87 65 34 62 1,340
死亡 947 146 109 90 80 77 124 1,573
自然増減 ▲ 27 ▲ 35 ▲ 48 ▲ 3 ▲ 15 ▲ 43 ▲ 62 ▲ 233
転入 3,035 257 253 154 257 92 228 4,276
転出 3,420 350 248 253 235 159 302 4,967
社会増減 ▲ 385 ▲ 93 5 ▲ 99 22 ▲ 67 ▲ 74 ▲ 691
増減 ▲ 412 ▲ 128 ▲ 43 ▲ 102 7 ▲ 110 ▲ 136 ▲ 924

H12年度出生 931 90 84 55 59 42 84 1,345
死亡 946 150 120 82 94 57 157 1,606
自然増減 ▲ 15 ▲ 60 ▲ 36 ▲ 27 ▲ 35 ▲ 15 ▲ 73 ▲ 261
転入 3,073 260 209 195 186 98 189 4,210
転出 3,180 286 216 191 196 174 302 4,545
社会増減 ▲ 107 ▲ 26 ▲ 7 4 ▲ 10 ▲ 76 ▲ 113 ▲ 335
増減 ▲ 122 ▲ 86 ▲ 43 ▲ 23 ▲ 45 ▲ 91 ▲ 186 ▲ 596

H7年度 出生 947 111 96 89 72 53 89 1,457
死亡 872 132 97 90 88 60 138 1,477
自然増減 75 ▲ 21 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 16 ▲ 7 ▲ 49 ▲ 20
転入 3,216 316 233 212 196 115 234 4,522
転出 3,231 289 269 221 213 157 453 4,833
社会増減 ▲ 15 27 ▲ 36 ▲ 9 ▲ 17 ▲ 42 ▲ 219 ▲ 311
増減 60 6 ▲ 37 ▲ 10 ▲ 33 ▲ 49 ▲ 268 ▲ 331

H2年度 出生 1,025 102 108 107 81 67 102 1,592
死亡 804 113 112 100 74 70 158 1,431
自然増減 221 ▲ 11 ▲ 4 7 7 ▲ 3 ▲ 56 161
転入 3,184 175 209 172 160 101 285 4,286
転出 3,367 279 313 187 206 132 472 4,956
社会増減 ▲ 183 ▲ 104 ▲ 104 ▲ 15 ▲ 46 ▲ 31 ▲ 187 ▲ 670
増減 38 ▲ 115 ▲ 108 ▲ 8 ▲ 39 ▲ 34 ▲ 243 ▲ 509

S60年度 出生 1,139 152 141 94 98 94 135 1,853
死亡 752 109 109 71 79 68 133 1,321
自然増減 387 43 32 23 19 26 2 532
転入 3,383 302 266 174 231 135 370 4,861
転出 3,797 297 317 218 212 200 573 5,614
社会増減 ▲ 414 5 ▲ 51 ▲ 44 19 ▲ 65 ▲ 203 ▲ 753
増減 ▲ 27 48 ▲ 19 ▲ 21 38 ▲ 39 ▲ 201 ▲ 221

S55年度 出生 1,231 188 162 124 129 91 186 2,111
死亡 714 108 85 87 68 82 152 1,296
自然増減 517 80 77 37 61 9 34 815
転入 3,680 286 288 189 269 178 459 5,349
転出 3,795 360 351 303 307 249 683 6,048
社会増減 ▲ 115 ▲ 74 ▲ 63 ▲ 114 ▲ 38 ▲ 71 ▲ 224 ▲ 699
増減 402 6 14 ▲ 77 23 ▲ 62 ▲ 190 116

人口動態の推移 

櫛引町 S55～H2年度は、暦年数値
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鶴岡市 藤島町 羽黒町 櫛引町 三川町 朝日村 温海町 合計

H15.3.31 中国・韓国・朝鮮 522 28 19 23 18 16 19 645
その他 アジア 93 6 3 2 3 3 3 113
オセアニア 5 5
中近東 0
東欧・ロシア 9 1 10
西ヨーロッパ 8 1 9
アフリカ 3 3
カナダ・アメリカ 16 1 1 3 21
中南米 37 3 6 2 1 49

合計 693 37 28 25 25 22 25 855

H14.3.31 中国・韓国・朝鮮 444 26 14 12 14 18 21 549
その他 アジア 98 4 3 2 3 3 113
オセアニア 3 3
中近東 0
東欧・ロシア 18 1 19
西ヨーロッパ 2 1 1 4
アフリカ 3 3
カナダ・アメリカ 14 1 1 1 17
中南米 45 4 4 2 1 56

合計 627 34 21 15 21 24 22 764

H13.3.31 中国・韓国・朝鮮 361 26 7 5 9 17 19 444
その他 アジア 103 4 1 6 3 3 1 121
オセアニア 2 2
中近東 0
東欧・ロシア 1 1
西ヨーロッパ 4 1 1 6
アフリカ 7 7
カナダ・アメリカ 10 1 1 1 1 14
中南米 65 4 2 3 1 75

合計 552 34 11 12 17 22 22 670

H8.3.31 中国・韓国・朝鮮 96 13 9 3 4 4 3 132
その他 アジア 63 2 2 3 70
オセアニア 3 2 5
中近東 1 1
東欧・ロシア 3 1 4
西ヨーロッパ 3 3
アフリカ 2 2
カナダ・アメリカ 13 1 1 6 21
中南米 18 1 1 2 22

合計 202 17 10 3 10 15 3 260

外国人登録者数の推移

羽黒町・朝日村は全年度、櫛引町はH12～14年度、12月31日現在数値
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１ 住民自治組織の状況                         

 
【現状】 
 庄内南部地区の各市町村においては、地域の特性をふまえて、住民自治組織を下記

のとおり形成している。 
 

記 
１ 組織の形態等 

鶴岡市においては、小学校区単位で組織しており、他町村は、これまでの歴史的

経過や地域特性による範囲（集落単位）で組織している。 
 
２ 活動拠点施設 

住民自治組織の地域コミュニティ活動拠点施設については、鶴岡市においては、

コミュニティセンターを設置しているが、他町村においては公民館類似施設（町内

公民館、自治公民館等）を活用しているところが多い。 
 

（参考） 
各市町村住民自治組織状況一覧表 

市町村名 組織数 組織形態 活動拠点施設 行政連絡業務内容 
補助金・

交付金等 
駐在員等 
特別職 

鶴岡市 ２１ 
小学校区

単位 
コミュニティ 
センター 

各種証明書交付の取次ぎ

及び文書配布等 
有 有 

藤島町 ６１ 
町内会で

異なる 
町内会公民館 

文書配布、調査取りまと

め等 無 有 

羽黒町 ６９ 集落ごと 
集落公民館及び

公共施設 
文書配布、事業申込み取り

まとめ等         
無 有 

櫛引町 ２２ 集落ごと 自治公民館 
文書配布、事業申込み取り

まとめ等 
有 有 

三川町 ２７ 集落ごと 町内会公民館 
文書配布、事業申込み取り

まとめ、各種委員の推薦等 
有 有 

朝日村 ４０ 集落ごと 自治公民館 
文書配布、事業申込み取り

まとめ等 
有 有 

温海町 ２９ 集落ごと 
自治公民館 
（分館） 

文書配布、事業申込み取り

まとめ等 
有 有 

 
 

※ 鶴岡市では、上記の自治組織に結びつくような形で、市街地に１０２町内会、郊外地の集落

ごとに１５０の町内会及び自治会等があり、それぞれ地域コミュニティ活動を実践している。 
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【課題】 
住民自治組織が中核となって、多様な目的を持った団体等と緊密に連携して地域コ

ミュニティ活動を実践するとともに、地域課題や住民ニーズを的確に把握し、積極的

な地域参加や行動を通じて、住民の生活は住民の手で支えようとする取り組みが、日

常的に行われるような地域コミュニティの再構築を目指すことが重要である。 
 

（１）地域防災計画に基づく自主防災組織の結成育成強化 
（２）生涯学習、地域福祉、スポーツなど地域コミュニティ活動の健全育成 
（３）住民自治組織主導による拠点施設の運営 
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２ 住民相談の状況 

 

【現状】 

・管内市町村の合計では、年々相談件数が増加してきている。 

・各市町村において、相談項目が異なっている。 

 

 ○年度別相談件数                   （単位：件） 

 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 

鶴岡市 ２，４１３ ２，７４３ ２，７７３ ３，１７６ ３，３５６ 

藤島町 ４４ ５４ ５０ ７４ ４５ 

羽黒町 ６８ ４８ １４０ ２０１ ２１０ 

櫛引町 ７２ ５８ ５２ ５４ ６０ 

三川町 ４５ ５０ ４２ ４９ ３５ 

朝日村 １７１ １５８ １３４ １２９ １３８ 

温海町 １４９ １８１ １６５ １８７ ２０１ 

合 計 ２，９６２ ３，２９２ ３，３５６ ３，８７０ ４，０４５ 

 ※総合相談、交通事故相談、行政相談、人権相談、税務相談、消費生活 

相談など 

 

【課題】 

・総合相談窓口をはじめ、交通事故相談、弁護士による法律相談、税務相談、 
消費生活相談等の相談項目の調整。 

・相談窓口の設置箇所と回数、場所の選定 

・弁護士による無料法律相談窓口の設置検討。 

 



鶴 岡 市
（単位：件）

相 談 項 目 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度
総合 相談 （ 市 民生 活全 般） 2,139 2,394 2,310 2,620 2,619
交 通 事 故 相 談 40 47 45 45 41
行 政 相 談 3 11 59 61 60
登 記 相 談 16 31 43 47 40
税 務 相 談 1 41 26 63 19
人 権 相 談 2 2 5 4 2
消 費 生 活 相 談 212 217 285 336 575

計 2,413 2,743 2,773 3,176 3,356

藤 島 町
（単位：件）

相 談 項 目 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度
法 律 相 談 3 2 3 3 4
人 権 相 談 1 2 2 1 4
こ ま り ご と 相 談 4 5 3 4 2
行 政 相 談 36 45 42 66 35
消 費 生 活 相 談 統計なし 統計なし 統計なし 統計なし 統計なし

計 44 54 50 74 45

羽 黒 町
（単位：件）

相 談 項 目 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度
総 合 相 談 68 48 140 201 210

計 68 48 140 201 210

櫛 引 町
（単位：件）

相 談 項 目 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度
総 合 相 談 19 15 8 14 17
交 通 事 故 相 談 30 33 27 31 17
行 政 相 談 2 2 4 3 7
人 権 相 談 4 4 4 0 5
消 費 生 活 相 談 7 3 8 4 5
財 産 相 談 10 1 1 2 9

計 72 58 52 54 60

年度別相談件数調査票（市町村別明細）

附 属 資 料
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三 川 町
（単位：件）

相 談 項 目 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度
行 政 相 談 3 3 6 3 0
消 費 生 活 相 談 3 0 3 3 5
人 権 相 談 8 10 6 15 8
心 配 ご と 相 談 31 37 27 28 22

計 45 50 42 49 35

朝 日 村
（単位：件）

相 談 項 目 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度
心配ごと相談事業（定例相談・金曜） 58 38 24 22 31
心配ごと相談事業（夜間特設人権相談） 4 3 4 0 0
心配ごと相談事業（法律相談） 9 6 0 0 0
心配ごと相談事業（法務人権相談） 4 8 3 2 0
心配ごと相談事業（高齢者総合相談所） 0 3 4 3 6
行政相談（行政相談員）【企画課企画調整係担 80 82 80 82 82
人権相談（人権擁護委員）「住民課住民係担当 15 16 16 15 16
消費生活相談「企画課商工観光係担当」 1 2 3 5 3

計 171 158 134 129 138

温 海 町
（単位：件）

相 談 項 目 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度
生 活 相 談 所 相 談 149 179 164 183 185
行 政 相 談 0 0 0 0 12
消 費 生 活 相 談 0 2 1 4 4

計 149 181 165 187 201

9
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３ 斎場（火葬場）の使用状況 

 

【現状】 

・年度により、多少の増減がみられるものの、平成１０年度との比較で、 

平成１４年度は１０４件の増となっており、全体的な件数は増加傾向 

にある。 

 

○斎場（火葬場）の使用件数              （単位：体） 

 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 

鶴岡市 １，３１１ １，３０２ １，２６５ １，２９３ １，４２１ 

藤島町 ２３６ ２４６ ２５３ ２５２ ２２６ 

温海町 １３９ １３３ １７４ １２８ １４３ 

合 計 １，６８６ １，６８１ １，６９２ １，６７３ １，７９０ 

 

 

【課題】 

・管内火葬炉の対象エリアの見通しと火葬数に適合した火葬炉の適正配置。 

 



１　市町村税収入（収入済額）の状況

【現状】
・各市町村とも税収入は漸減傾向にある｡
・合計で、平成１３年度は平成９年度に比較し998,555千円、6．15％減少している｡
・全県の同年度比較３．９９％より高比率で減少している｡

（単位：千円）
年　度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 対９年度比較
鶴岡市 11,643,614 11,222,359 11,200,411 10,966,996 11,000,262 -5.53%
藤島町 1,030,346 977,881 991,038 975,233 974,570 -5.41%
羽黒町 671,397 641,883 662,406 636,413 628,333 -6.41%
櫛引町 680,737 638,373 660,436 624,947 639,530 -6.05%
三川町 641,036 595,495 605,155 593,300 621,593 -3.03%
朝日村 569,720 530,811 539,980 502,364 495,708 -12.99%
温海町 1,001,069 948,857 930,123 878,250 879,368 -12.16%
合　計 16,237,919 15,555,659 15,589,549 15,177,503 15,239,364 -6.15%
全　県 142,267,611 137,546,128 139,515,098 136,079,680 136,587,446 -3.99%

【課題】
・適正課税を一層推進するとともに、徴収率の向上を図り税収を確保する必要がある｡

【市町村別・年度別税収推移グラフ】
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２ 国民健康保険事業の状況 

 

【現状】 

・各市町村とも経済の低迷等の影響を受け、近年被保険者総数が増加している。   

・各市町村とも加入者の高齢化が進んでおり、老人加入率は全国平均を上回っている。 

・各市町村とも加入者の高齢化等により医療給付費が増大している。 

 

【課題】 

・引き続き、加入者の更なる高齢化が見込まれる。 

・結果、医療給付費の増大と保険税負担能力の低下により、今後、国保財政運営はより困難性を増す。  

 

平成９年度 　　平成１３年度　(全国…平成１２年度） 比　　　　較

      　 　 　

被保総数 老人加入率 医療給付費 被保総数 老人加入率 医療給付費 被保総数 老人加入率 医療給付費

      13.0  15.8

鶴　岡　市 34,056 29.1 11,236 38,491 32.3 13,010 4,435 3.2 1,774

      4.2  17.9

藤　島　町 5,229 27.6 1,467 5,450 32.3 1,730 221 4.7 263

      2.0  18.5

羽　黒　町 4,179 25.3 1,045 4,261 30.1 1,238 82 4.8 193

      6.0  11.1

櫛　引　町 3,276 25.9 879 3,474 28.8 977 198 2.9 98

      7.7  22.8

三　川　町 3,188 29.5 848 3,432 32.3 1,041 244 2.8 193

      15.2  2.0

朝　日　村 1,856 29.7 590 2,139 32.8 602 283 3.1 12

      12.7  22.1

温　海　町 3,751 31.1 1,117 4,228 35.7 1,364 477 4.6 247

　      10.7  16.2

合　　　計 55,535 28.6 17,182 61,475 32.2 19,962 5,940 3.6 2,780

　      9.3  18.7

山　形　県 416,863 28.5 134,791 455,432 32.4 159,998 38,569 3.9 25,207

　      8.9  8.3

全　　　国 39,813,757 23.8 14,220,113 43,374,015 26.2 15,403,973 3,560,258 2.4 1,183,860

単位　…　被保総数（人）　老人加入率（％）　医療給付費（百万円）　

注意　…　被保総数：年度末値　老人加入率：老人保健医療給付対象者／被保総数　医療給付費：費用額(４-３月ﾍﾞｰｽ) 

　　　　　　 比較欄下段：増減　比較欄上段：伸び率（％）
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国民健康保険事業の状況 (庄内南部地区７市町村合計)

国保加入者の動向
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１ 一般廃棄物の処理状況 

 

【現状】 

ごみ処理状況
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  過去１０年間のごみの処理状況では、 

①可燃ごみは、分別収集を開始した平成６年度から年々増加傾向で推移してきたが、

平成１３年度において鈍化し、平成１４年度においては減少に転じた。 

②不燃ごみは、平成１０年度を境に増加に転じ、二次曲線的に増加してきたが、平

成１４年度には減少に転じた。ごみの種別では、瓶・缶類の割合が減少している

のに対し、廃プラ類が増加している。 
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【課題】 

  地域づくりにおいて、総物質投入量・資源採取量・エネルギー消費量の抑制（ﾘﾃﾞｭｰｽ）、

再使用（ﾘﾕｰｽ）、再生利用（ﾘｻｲｸﾙ）のいわゆる３Ｒの適切な推進を図ることが課題とな

っている。 
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２ 環境施策の状況 

 
 
【現状】 
 
 

環境基本条例 環境基本計画 生活環境保全対策 環境審議会 庁内環境保全 

鶴岡市 13 年 4 月施行 15 年 3 月策定 鶴岡市生活環境保

全条例 あり 庁内環境保全率先実行

計画 

藤島町 
  藤島町生活環境保

全条例 
 

役場環境保全基本計画 

羽黒町 
  羽黒町生活環境保

全条例 
  

櫛引町 15 年度予定    
あり  

三川町 
  美しい町三川をつ

くる環境条例 
  

朝日村 
  朝日村の豊かで美

しい自然と環境を

守る条例 

 
16 年度目途に 

温海町 

  
温海町の豊かで住

みよい環境を守り

後世に引き継ぐ条

例 

  

  
① 環境施策 
   基本条例・基本計画を定めている団体は、予定も含め２団体となっているが、身近な生活環境保全対

策については、６団体で条例を制定して対応しているが、未制定の団体についてもほぼ同様の事業を実

施していて大きな差はない。 
 
② 住民の環境意識 
   庄内南部地区では、大きな環境問題も発生していないこともあり、住民の環境に対する意識は、全体

的に高い現状にあるとは言えない。 
  
 
【課題】 

 
① 環境状況の把握を行い、地域の環境特性に応じた環境施策の確立を図る。 
 
② 環境問題に対する住民意識の高揚を図る。 
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１ 地域防災計画の状況 

 

【現状】 

 各市町村は、災害対策基本法の規定により、各市町村域に係る地域防災計画を作成し、

必要があれば修正しなければならない義務がある。こうしたことから、平成７年の阪神・

淡路大震災の被害を教訓にして、県の指導のもとに既存の地域防災計画に震災対策を加え

て、全面的に修正した地域防災計画を作成している。 

 

市町村地域防災計画修正状況一覧 

 鶴岡市 藤島町 羽黒町 櫛引町 三川町 朝日村 温海町 

平成 ９年   ◎ ◎ ◎ ◎  

平成１０年 ◎ ◎     ◎ 

◎：全面修正 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

・ 少子高齢化の進展や情報伝達手段の高度化、あるいは様々な地域事情の変化などに

迅速な対応ができるよう、必要に応じて地域防災計画を修正する必要がある。 

・ 庄内平野東縁断層帯の地震が発生する確率など、年内に長期評価が公表されること

から、大規模災害時による被害想定に基づき、迅速に地域防災計画を修正する必要

がある。 
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２ 防災行政無線の状況 

 

【現状】 

 市町村によっては、住民等への災害伝達手段として同報系防災行政無線、地域系防災行

政無線、ケーブルテレビジョン等を設置している。 

 

 ・同報系防災行政無線設置市町村 

伝達装置 鶴岡市 羽黒町 三川町 朝日村 温海町 

屋 外 拡 声 ス

ピーカー 
３７基 １８基 ２５基 ４２基 ４７基 

戸別受信機 60 2,400 1 1,400 3,600 

   ※羽黒町、朝日村、温海町は戸別受信機を全戸配備 

 

 ・藤島町 

  藤島町は、地域系防災行政無線設備を設置、基地局１、役場遠隔装置６局、半固定局 

  １６局、車載局４７（役場庁用車、消防ポンプ車）、可搬局５局、携帯局（役場、消 

  防、団幹部）４１局で運用し、災害に対応している。 

 

 ・櫛引町 

  櫛引町ケーブルテレビジョン（平成８年度開局）加入世帯の端末機と屋外拡声器（町 

  内３７ヶ所）を通じて緊急放送を行っている。また、地域防災無線は基地局１、子局 

  ２６、遠隔装置２を整備している。 
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３ 消防団の状況 

 

＜現 状＞ 

・ 消防団は、火災をはじめ風水害などから、地域住民の安全を確保するため、活動を展

開している。 

・ 団員数は減少傾向にあり、役場職員や女性を団員に任命して対応している。 

・ 自営業の団員より、殆どの団員がサラリーマンとなっている。 

・ 町村は、居住者人口に対する消防団員の比率が高い。 

 

    １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １４年度人口比 

鶴岡市 1,419 人 1,415 人 1,397 人 1,399 人 １,376 人   １．４ ％ 

藤島町  523 人   523 人   527 人 530 人    523 人   ４．３ ％ 

羽黒町   479 人   459 人   454 人   457 人   456 人   ４．７ ％ 

櫛引町   360 人   363 人   367 人   365 人   368 人   ４．３ ％ 

三川町   317 人   311 人   310 人   311 人   305 人   ３．９ ％ 

朝日村   275 人   274 人   265 人   269 人   258 人   ４．４ ％ 

温海町   500 人   500 人   453 人   455 人   453 人   ４．３ ％ 

合 計 3,873 人 3,845 人 3,773 人 3,786 人 3,739 人   ２．４ ％ 

全 県 28, 548 人 28,363 人 28,187 人 27,974 人 27,655 人   ２．２ ％ 

 

＜課 題＞ 

・ 過疎集落においては、団員の確保に支障をきたしている。 

・ 団員のサラリーマン化により、管轄区域外への就業のため、昼間においては団員不

在の地域出ている。 

・ 団員の職業の多様化により、消防学校研修やポンプ操法などの教育・訓練が団員

にとって負担となっている。 

・ 地域によっては団員の高齢化が進展している。（鶴岡市旧市街地、過疎集落等） 
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４ 消防団員現有の消防ポンプ自動車等の状況 

 

＜現 状＞ 

・ 消防団組織は、分団、部、班と縦割りの組織となっているが、各班ごとに消防ポンプ

自動車か小型動力ポンプ等を保有し火災の防御にあたっている。 

                              H１４．４．１ 現在 

 消防ポンプ自動車 小型動力ポンプ積載車 小型動力ポンプ その他車両 合  計 

鶴岡市    ２２ 台   ４６台（３１）   ７０ 台  １ 台 １３９台 

藤島町     ４ 台   １３台（ ９）   ４４ 台   ６１台 

羽黒町     ４ 台    ２台（ ２）   ４６ 台  １ 台  ５３台 

櫛引町     ２ 台   １８台（ ４）   １５ 台   ３５台 

三川町     ３ 台   １２台（ ２）   １８ 台   ３３台 

朝日村     ２ 台   １２台（１２）   １２ 台   ２６台 

温海町     ５ 台   ２４台（ ２）   １０ 台   ３９台 

合 計    ４２ 台 １２７台（６２）  ２１５ 台  ２ 台 ３８６台 

注 （ ）内の数字は積載車のうち４WD 軽自動車の積載車を表す 

 

 

 

５ 消防水利の整備状況 

 

＜現 状＞ 

・ 火災防御の際は消防水利として消火栓、防火水槽、河川等自然水利を活用する。 

H１４．４．１ 現在 

防  火  水  槽  消 火 栓 

100 �以上 40～100 � 20～40 � 合  計 

鶴岡市 ２，０９２基 １２ 基 ４０９基  ３６基   ４５７基 

藤島町   ３０２基   ４ 基  １０５基 １０５基   ２１４基 

羽黒町   ３５０基   １ 基   ５２基  ３１基    ８４基 

櫛引町   ２８２基   ３ 基   ７２基  ３９基   １１４基 

三川町   １９４基   ０ 基   ８８基  ２８基   １１６基 

朝日村   ３２４基   ０ 基   ９８基  ４９基   １４７基 

温海町   １９８基   ３ 基  １１８基  ２２基   １４３基 

合 計 ３，７４２基  ２３ 基  ９４２基 ３１０基 １，２７５基 

 

＜課 題＞ 

・ 防火水槽は「消防水利の基準」で 40 �以上とされているが、町村ではそれに満たない

ものが多い。 
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６ 救急業務の状況 

 

＜現 状＞ 

・ 消防の行う救急業務は、救急自動車５台（うち、２台は高規格救急車）で運用し、平

成１４年中の出場件数は４,４０３件、搬送人員は４,１０６人で、過去５年間では年

平均３.９％で増加しており、地域救急医療の一環として住民の安心な生活を支えてい

る。 

・ 救急車の現場到着時間が、全国平均（平成１３年度、６分１２秒）より長くなってい

る。 

・ １２名の救急救命士を養成し、救命率の向上と、質の高い救急処置を行っている。 

 

平成１４年中の出場状況 

 救急件数（件） 平均現場到着時間 平均病院収容時間 

鶴岡市 ２,８８９ ６分５５秒 ２３分４２秒 

藤島町  ２９８  ５分３４秒  ２９分４１秒 

羽黒町   ２２３  ９分４９秒  ３２分４０秒 

櫛引町   ２１０  ８分４５秒  ２７分２３秒 

三川町   ２０１  １０分４０秒  ３３分４０秒 

朝日村   ２１８  ９分０３秒  ３８分０１秒 

温海町   ３６３  ９分３２秒  ５５分４２秒 

合 計 ４,４０３ ７分３２秒 ２８分３８秒 

 

平成１４年中の救急隊別状況 

救  急  隊 救急件数（件） 出 場 割 合（％） 

消防署救急隊 １,８７６ ４２.６ 

駅前分署救急隊 １,２６７ ２８.８ 

藤島分署救急隊 ４４７ １０.２ 

朝日分署救急隊 ４１１ ９.３ 

温海分署救急隊 ４０２ ９.１ 

 

＜課 題＞ 

・ 救急車の配備されていない町や山間・沿岸地域に生ずる救急隊の現場到着時間に遅れ

による救命率の低下が懸念される。 

・ 救急救命士が配置されていない救急隊や高規格救急車に更新されていない救急車があ

り、住民へのサービスが平均化されていない。 


